
指導と評価の計画【地理歴史科：歴史総合】 

単元名 

近代化と私たち 

第４章  

帝国主義の展開とアジア 

 内容のまとまり 

Ｂ 近代化と私たち 

(3)国民国家と明治維新 

 

１ 単元の目標 

・列強の進出と植民地の形成、日清・日露戦争などを基に、列強の帝国主義政策とアジア諸国の変容を

理解する。 

・帝国主義政策の背景と帝国主義政策がアジア・アフリカに与えた影響などに着目して、国や地域の動  

向を比較したり、相互に関連付けたりするなどして、帝国主義政策の特徴，列強間の関係の変容など

を多面的・多角的に考察し表現する。 

・列強の帝国主義政策とアジア諸国の変容に対する関心を高め、現代的な諸課題について主体的に追究

しようとする態度を養う。 

 

２ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・明治政府の外交方針と日清・日露戦

争が、東アジアの国際関係にどのよ

うな影響を与えたのか理解してい

る。 

・帝国主義政策を進める背景と列強

の政治・経済上の動向を理解してい

る。 

・産業の変化と関連付けながら帝国

主義の背景や進展について、主要国

の動向を考察し、表現している。 

・欧米列強と日本との国際関係上の

変化や各国の思惑などを関連付け

て多面的・多角的に考察している。 

・帝国主義政策の下で戦争が頻発し

た理由について、自身や現代との関

わりを踏まえて主体的に追究しよ

うとしている。 

 

３ 指導と評価の計画（６時間） （〇…「評定に用いる評価」、●…「学習改善につなげる評価」） 

次 時 学習活動 
評価の観点 

評価規準等 
知 思 態 

第
①
次 

 

第
１
時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・中学校までの学習を踏まえたうえで朝鮮、中

国、日本のそれぞれの国際情勢が複雑に絡み合

い、開戦に至った経緯を理解する。 

 

・福沢諭吉の社説の読み取りを通して、当時の戦

争に対する一つの見方を知り、福沢のような意

見の背景には何があったのかを考察し、文章で

表現する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日清戦争前後の経緯を、東ア

ジアや列強の情勢と関連付

けて考察できている。 

 

・日清戦争の勝利によって日

本国内がどのように変わっ

ていったのかを表現できる。 

【ねらい】日清戦争の勃発の背景を東アジアの国際情勢と関連付けて理解し、開戦の意義や勝利に

よって芽生えた国民意識について資料を基に考察することができる。 

課題 日清戦争によって日本・清・朝鮮の三国では何が変わったのだろうか。 

【単元を貫く問い】 

帝国主義政策における戦争の頻発を人々はどのように捉えていたのか。 

 



第
２
時 

 

 

 

 

・既習のイギリスの産業革命の特徴をペアワークで振

り返り、史料内容と産業革命の年表から、日本の産

業発展には、政府による民間の経済活動を促すため

の諸政策があった理解する。 

 

・資料から日本の貿易の特徴を読み取り、アジアや欧

米との関係性について考察する。 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

  

 

 

 

 

 

・既習内容と複数の資料から

読み取れることを結び付け

て産業革命の特徴を述べる

ことができる。 

第
②
次 

第
３
時 

 

 

 

 

 

 

・資料を基に、ペアワークを通して第１次産業革命と

第２次産業革命の特徴の違いを挙げる。 

 

・第２次産業革命の特徴から植民地拡大の目的を文章

で表現する。 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

  

 

 

 

 

 

 

・第２次産業革命の特徴を踏

まえて、エネルギーの変化や

独占資本主義の出現が植民

地拡大を加速させたことを

表現できる。 

第
４
時 

 

 

 

 

 

・既習内容を踏まえてアフリカ・太平洋地域の分割を

例に、列強間の支配拡大の目的と対立関係の変化に

ついて学習する。 

 

 

 

 

 

 

● 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

・植民地獲得の加速化が第一

次世界大戦の原因ともなる

列強の二極分化を招いたこ

とを理解する。 

第
③
次 

第
５
時 

 

 

 

 

 

 

・日露戦争勃発の背景と戦後の韓国併合までの経過を

学習したうえで、グループワークを通して、多様な

視点から述べられた日露戦争での勝利に関する史料

を読み、各方面に与えた影響を考察する。 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

  

 

 

 

 

 

・日露戦争の結果、日本国内や

周辺地域、列強、植民地支配

を受けている国々にどのよ

うな影響をおよぼしたか、多

面的に考察している。 

第
６
時 

 

 

 

 

・第１時で提示した単元を貫く問いに対する自身の考

えを、単元の学習内容を踏まえてレポートにまとめ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

● 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

・当時の情勢を踏まえながら、

「戦争」に対する現代の我々と

の捉え方の違いを考察し、表現

する。 

 

４ 「指導と評価の一体化」を踏まえた学習評価の改善について 

【生徒が考察し、表現したものの評価方法の検討】 

≪Ⅰ≫第１時の課題：「日清戦争によって日本・清・朝鮮の三国では何が変わったのだろうか」について 

第１時では、生徒にとって既習事項の多い日清戦争を授業の主なテーマとしたため、日清戦争の勃発

から戦後の影響までを東アジアや列強の情勢と関連付けて考察させることを目的として、上記の課題を

設定した。以下には「日清戦争の前後の日本の変化」についての生徒の記述を例に評価方法を検討した

【ねらい】 資料と既習内容を基に、日本の産業革命の特徴について述べることができる。 

課題  日本の産業革命は、他国と比較してどのような特徴があるのだろうか。 

【ねらい】経済・産業の変化が帝国主義政策に影響を及ぼし、列強の二極分化を招いたことを知識

事項と関連付けて考察することができる。 

課題ａ 欧米列強が帝国主義政策を進めた背景と目的は何だろうか。 

課題ｂ 植民地支配の拡大により、列強間の外交関係にどのような変化が生じたか。また、支配下 

    に置かれた人々はどのように対応したか。 

【ねらい】多様な視点・立場からみた日露戦争の史料を読み、知識と結び付けて日露戦争の影響を

考察することができる。 

課題 日露戦争の勝利は国内外にどのような影響を与えたのか。 

【ねらい】単元を貫く問いについて、本単元での学習を振り返り、問いに対する自身の考えをレポ

ートにまとめる。 



結果について記載する。 

（１）思考・判断・表現における評価Ｂ：「おおむね満足できる」内容について 

●授業者が想定した評価Ｂを構成する要素 

・要素①：日清戦争の勝利によって変化した、東アジアにおける日本の立場 

・要素②：日清戦争の勝利によって生じた内政の変化／日本の人々の意識の変化 

授業内容を踏まえ、この２点に言及しているかを評価のポイントとした。 

 

（２）生徒が記述した内容の検討 

【例１：評価Ｂ「おおむね満足できる」状況と考えられる生徒の記述】※学習支援ソフト上で生徒が記述したもの 

1-1 

 

 

 

 

1-1に関しては、上記の要素①②に当てはまる記述がみられると判断した。 

1-2 

 

 

 

 

1-2 の記述では戦争の勝利がもたらした人々の意識の変化については言及しているが、要素②の内政の

変化に関する記述はみられない。しかし、「個人よりも自国の発展を優先する考えがあった」という時代

背景を基にした考察に至っている点は評価できると判断し、Ｂとした。 

 

【例２：評価Ｃ「努力を要する」状況と考えられる生徒の記述】 

 

 

 

 

例２では日清戦争の勝利によって生じた内政の変化について言及しているように思われるが、意識の変

化について述べられておらず言葉足らずな印象を受ける点と「官営模範工場」という用語の誤り（恐ら

く八幡製鉄所を指す）から、Ｃとした。 

 

≪Ⅱ≫第６時の課題：単元を貫く問いに対するレポートの評価について 

第６時では、本単元のまとめとして、第１時より提示していた「帝国主義政策における戦争の頻発を

人々はどのように捉えていたのか。」に対する生徒の考えをレポートとして記述させた。日本の日清、日

露戦争の勝利だけでなく、第２次産業革命の下で進められた欧米の帝国主義政策など単元での学習内容

を踏まえて、現代の我々と「戦争」に対する認識がどのように異なっていたか考察・表現できているの

かを評価の主軸とした。 

 



（１）評価項目：主体的に学習に取り組む態度 

●評価基準 

評価Ａ：単元の学習内容を踏まえて、戦争が頻発した理由との結び付けた記述がみられ、欧米の情勢と

日本の情勢を総合した深い考察に基づき主張が述べられている。 

評価Ｂ：単元の学習内容を踏まえて、戦争が頻発した理由と結び付けている記述がみられる。 

評価Ｃ：単元で学習した知識事項の内容が誤っていたり、教科書の記述の羅列でとどまっており、戦争

が頻発した理由との結び付く記述がみられない。 

  

（２）生徒が記述した内容の検討 

【例１：評価Ａ「満足できる」状況と考えられる生徒の記述】 

1-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-1～1-4の記述に関しては、主張の内容に違いはあるが、単元での学習事項を例に挙げ、さらに日本・

欧米で戦争が頻発した背景を総合して「戦争の遂行は自国の利益・発展につながった」「戦争の勝利が国

民に豊かさをもたらした」という論を述べている点が評価できると判断した。 

 

 



【例２：評価Ｂ「おおむね満足できる」状況と考えられる生徒の記述】 

2-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-1、2-2では、「戦争の遂行は自国の利益・発展につながった」「戦争の勝利が国民に豊かさをもたらし

た」という論を述べている点は評価できるが、知識の羅列が目立ち、日清・日露戦争のみしか言及して

おらず、総合した考察が不足していると判断したため、Ｂ評価とした。 

 

５ 今後の課題 

やはり実際に生徒が記入したものの評価の難しさに直面することが多かった。「難しさ」とは、生徒の

表現をＡ～Ｃに評価することも勿論あるが、授業者として設定した評価規準の妥当性に対することも含

む。思考・判断・表現の評価規準づくりにおいて大切なのは授業者の歴史認識を生徒に押し付けないよ

うにすること、すなわち授業者の歴史認識をスタンダードとしてしまわないようにすることだと思われ

る。授業内容や提示された資料を踏まえて、生徒がどの程度学習した知識と結び付けられて表現できて



いるのかを評価の主軸としなければならない。そのためには、「歴史の見方・考え方」を生徒に提示して

いく必要がある。現代に生きる我々と当時の人々の考えることの内容の違いには気付くことができる生

徒が多いが、重要なのは「我々との考えの違いの背景にあるもの」に気付かせることである。当時の人々

が置かれていた環境や情勢などを踏まえたうえで、「考えていた事の内容の違い」に至ることができる

ような授業設計が求められるのではないかと思う。まさしく歴史総合における「問いを表現する」活動

は、「過去との違いに気付く」ためのものであり、あとに続く単元の授業内で、その違いの背景に気付く

ことができる構成となっているのではないだろうか。その上で、現代の我々が抱える諸課題へ関心を抱

かせ、解決策を生徒自身が提示していくことへと繋げていくべきであると思う。 

 


